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令和３年１０月教育委員会定例会議事録（要旨） 

 

１ 開催日時  令和３年１０月８日（金） 

        開会：午前１０時  閉会：午前１２時 

２ 開催場所  歴史博物館 講堂 

 

３ 会議次第 

  ○９月定例会議事録等承認 

○教育長報告 

○議案第４８号 大津市立幼稚園規則の一部を改正する規則の制定について 

 

４ 出席委員 

   島崎教育長、前田委員、壽委員、八田委員、田村委員 

 

５ 事務局出席者 

   平尾教育部長、人見教育部次長、青山教育総務課長、上杉同課長補佐、西本同課主任、

金城同課主任、冨永学校教育課長、橋本児童生徒支援課長、東学校給食課長、本郷生涯

学習課長、山口文化財保護課長、栗田保育幼稚園課長、服部同課長補佐、乾幼保支援課

長 

 

６ 会議を傍聴した者 

（１）一般傍聴者       １人  （２）市政記者等の傍聴者   ０人 

 

７ 議事の経過  別紙のとおり  
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（議事の経過） 

 

開会  教育長が１０月定例会の開会を宣言 

 

議題の公開／非公開  全て公開 

 

９月定例会議事録等承認  承認 

 

教育長報告 

 

○議案第４８号 大津市立幼稚園規則の一部を改正する規則の制定について 

 

【説 明】 

○栗田保育幼稚園課長 改正内容は、規則で定める幼稚園の入園願の様式について一部を変更す

るものである。１点目は、様式の左上、宛先欄の記載を変更するものである。２点目は、性別欄

について、これまでは「男」「女」を表記して保護者に選択させる形であったが、当該部分を自

由記載欄に変更するものである 

背景として、本市では令和元年８月に「性的少数者への対応に関する職員の心得」が示されてお

り、その中で様式等にある性別記載欄について検討することが必要とされていることから、今般

改正を行うものである。 

 

【質 疑】 

○前田委員 性別欄を自由記載にすることで、空白で何も書かずに出される場合もあると思う

が、その場合の対応についてはどう考えているか。 

○乾幼保支援課長 入園願いについては、提出時に面談を行っているので、その際に確認するこ

ととなる。 

○前田委員 確認するということだが、確認の仕方や対応については、慎重にかつ丁寧に対応し

てもらいたい。 

○田村委員 性別欄についてジェンダーフリーの考え方であると思うが、学校教育等において、

形式的な部分を整えていくと同時に、例えばトイレや着替えをどうするかなど、実質的な部分に

ついての環境整備も、今後は踏み込んで検討していく必要があると思う。 

また、宛先の記載変更も含めて、規則において参照している子ども子育て支援法との整合性の観

点で改正したのか。 

○栗田保育幼稚園課長 宛先については、法律に基づく変更ではなく、全庁的に市として様式を

統一する流れで改正を行ったものである。 

○島崎教育長 小・中学校においてはどうなっているか。 

○冨永学校教育課長 小・中学校においては、性別欄がそもそもないものや、自由記載になって

いるものが多い。ただ、一部、国の補助金関係で国から様式を指定されているものについて、性

別欄の記載が残っているものもある。その辺りについては考えていきたい。 

○田村委員 市民からすると国の様式かどうかはわからないものであり、改正に反対するもので

はないが、市として整合性が取れるのかという懸念はある。価値観が多様化する中で、時流に合

わせて変化していくことは今後も必要であるが、様式を変えたというだけではなく、その意図を

しっかり伝えていかないと誤解を生みかねないので、そちらにも注力してほしい。 

○八田委員 個人情報の記載を求める際に、未だに性別を男女で問われることが多いと思う。事

務を推進するにあたって、多様化する社会において可能な範囲で最大限の歩み寄りをしていると

理解した。 

○島崎教育長 本当に大切なことはその子ども一人ひとりの実情に寄り添っていくことであると

思うので、現場が混乱しないような運用を心掛けてほしい。 

○田村委員 面談で確認できるのであれば性別欄を無くすことも可能ではないか。法律上等で問

題があるのか。 
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○壽委員 性別の記載が当該法律の要件として定められていれば、欄を削除することは不可能で

あるが、そうでなければ市の判断で変えることは可能であると思う。ただ、性別について園運営

において一定程度は把握したいという根本的ニーズがあるのではないか。従って、性別欄が全く

無いというのも実務上支障があるなら、性別を記載しにくい又はしたくない方の思いとの調和を

どう図るかというところであると考える。 

○乾幼保支援課長 入園時に性別を全て把握することが必須ではないが、指導要録を作成する際

には、現状、性別の記載が必要になってくる。ただ、入園時の面談は、子どもの情況や考え方な

どを聞いて、その子どものことを把握し理解する貴重な機会である。そこで性別欄を残しておく

と、性別に関して悩みがあることも聞けるので、欄としては残し、慎重に運用していくこととし

たい。 

 

【採 決】 可決 

 

 

閉会 教育長が１０月定例会の閉会を宣言 


